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愛媛県における近代学校スポーツの発展過程

一一旧制松山高等学校の校友会運動部一
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るが，その中でも学校制度の確立とスポーツ普及
Ｉはじめに，，）

との関わりは無視できないものがある。鶴岡は，

明治維新以降,欧米先進資本主義諸国から日本に明治期の地方へのスポーツ普及をみた場合，「上

移入されたスポーツが，近代学校教育制度の確立級学校先導型」と「中学校先駆型」と称する二つ

にともなって,高等教育機関の課外活動として普及のタイプがあることを指摘した上で，広島県にお

定着していったことは広く知られているM6’7)，》'鋤肌'’ いては中学校がスポーツ発展の先駆的役割を果た

欧米にみられるような地域にねざしたスポーツクしたことを明らかにしている。大分県においても

ラブやスポーツ連盟等の組織を欠いた状況下で，同様に，高等教育機関がなく第５高等学校（熊本

スポーツという異文化を摂取し普及していくため市，明治20年創立）と呼応して県下の学校スポー

には学校や軍隊のような組織機関が不可欠であっツの発展の中心的存在として重要な役割を果たし
２６）

たといえる。とりわけ学校は,渡辺の指摘するよたのは大分中学校であった?】愛媛県の場合,松山
うに，スポーツをする習慣の容認，時間的・経済中学校に校友会組織「保恵会」が明治25年に創立

的余裕の問題などの主体的レベルにおいても，あされており\)県下のスポーツ伝播および普及にお
幻２３)弱）

るいはスポーツの奨励および制度ｲﾋ,施設･用具．いて先駆的役害Ⅱを果たしたことが推察される。

指導者を含めた場の保証などの客体的レベルにおしかし，いまだスポーツのにない手が－部生徒層

いても諸条件が整備されていた。それ故に，学校に限定されていた社会状況下にあり県下での普及

スポーツが近代日本におけるスポーツ普及の組織拡大に努むるまでには至ってなかった。日本のス

母体として位置づけられ，わが国の独自の消化．ポーツ状況と同様，愛媛県においてもスポーツが

普及の形態ができあがってしまうことになる。大衆の観心を集め，学校スポーツが陸生を呈する

明治期のスポーツの普及形態は,主として学生ようになるのは大正以後のことである:)その意味
によって推進され，中央から地方へ，また上級学で，大正８年の松山高校（以後松高と略す）の創

校から下級学校へ伝播されることが一般的であっ設は，県下のスポーツ普及に何らかのインパクト

たＷ地方スポーツの発展過程は，それぞれの地域を与える時系列の中に組まれていた。さらに，旧
社会の置かれた状況により異なるものと考えられ制高校運動部が師範学校や中学校の運動部と同様

近代日本のスポーツ構造の基底部であり，かつ帝

＊Dept,ofHealthandPhys.,ColLofEduc.,Univ．大等高等教育機関の交友会運動部との交流しえる

ｏｆｔｈｅＲｙｕｋｙｕｓ・ 立場に位置していたことをみる時，学校制度上中

､cSoneElementarySchoolinEhimePrefecture・ 間的存在にある松高校友会運動部の活動は地方学

－１７９－
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ては教育界はもとより政界・経済界が一体となっ

て誘致運動を展開している。高等学校の存在が地

方の教育と文化にもたらす影響を考えての事であ

ったと思われるが，当時の県民の松高に対する期

待ははかりしれないものがある。松高における交

友会運動部の活動は，こうした制度的・社会的背

景の中で発展していくことになる。
１１）

１日脂Ｉ高校の教育の特色について，影山は，「生

徒の自覚による自治制実施の要求が承認され,､雄

大剛建〃（二高）とか、超然主義"（四高）とか

いった各校独自の教育目標なり教育方針が掲げら

れ各校とも教育の内実の平準化がすすむかたわら，

それぞれの地域に結びつく個性的な校風が樹立さ

れていったところにみられる」と述べ，校風形式

に校歌，生徒自作の諸歌すなわち寮歌，応援歌，

道遥歌の誕生，さらに自炊制度，ストーム，対校

試合，文化活動の展開等が影響を及ぼしたとして

いる。－高では自治寮制を背景とした､寵城主義”

のもとでクラブの団結を強化Ｃｌ’三高との定期戦
５）】６】２１）

を継続していく中で校風の振起力fはかられている。

校友会の部活動と校風形成との関わりについては

後述するとして，松高において校風形成に多大な

影響を与えたのは由比初代校長の教育方針であっ

たと考えられる。由比校長は，第１回入学式にお

いて矧松高ユーパーアルレス（世界に冠たる松高

の建設に向って適進すること）"を宣言し，「諸

君は将来国士となるべき者だ。私は諸君を国士を

似て待遇する。諸君は国士を以て任じなければな

らないから万事束縛なく自由に事に処することが

できる。但し自分の行動に対しては責任をあくま

でもとらねばならない」と式辞の中で松高自由主

義の理想を掲げているH)さらに，校友会雑誌第一
号の巻頭言「発刊に際し交友に告ぐ」の中で,｢我

等は絃に鑑る所あり，師第一団となり，交友の社

を結んで……文に武に日々相鍛錬し，以て剛健質

実なる校風を創造し,以て教育有終の美果を収め，

大いに邦家に貢献せむ」ことを強調している。由

比校長の教育方針からでてきた、松高ユーバーァ

ルレス"，、師弟一団松高家族主義"，、剛健質

実〃は，後の松高生の愛校心，自治意識への覚醒

につながり校風の根幹をなすものとなる。

校スポーツの普及定着に多大な影響を及ぼしてい

たものと考えざるをえない。

本橋では，愛媛県において近代学校スポーツが

普及定着していく過程を明らかにしていくための

基礎的作業として，松高校友会における運動部の

活動の実態を報告する。なお，次の点について考

察を試みた。

ｌ）松高校友会の組織構成および組織の運営が

どうなっていたか，

２）勝利至上主義化していく学生スポーツ界の

動向の中で，校内競技大会や下級学校の競技大会

の開催は部活動の中でどのように位置づけられて

いたか，

３）上級学校との関わりはどのように具現化さ

れているか，

なお，研究方法は文献研究により，愛媛大学図

書館所蔵の校友会雑誌を主要な資料とした。

Ⅱ松高創設の経緯と校風

旧制高等学校は,明治27年６月の「高等学校令」

の公布による従来の高等中学校の改称に始まる。

本令により，「中学校令」に規定されていた高等

中学校は，専門学科の教授を重視した高等教育機

関の担い手としての制度的位置を占めるようにな

った。その後中等教育の発達にともない高等学校

進学者志望の激増が社会問題化してくる中で教育

改革の機運が生じてきた。大正６年９月，内閣に

臨時教育会議が設けられ，政府はその答申に基づ

いて高等教育の制度的改革をめざし「大学令」「高

等学校令」などの法制的整備とともに高等教育機

関の拡張計画をたてた。この高等教育の拡充策に

より，従来の第一高等学校から第八高等学校まで

のいわゆるナンバースクールに加えて，全国各地

に年を追って増設がなされ，昭和初期にいたるま

でに官立25校，公立３校，私立４校の計32校が設

立された。

松山の地には，第12番目の高等学校として大正

８年に山口高校，松本高校，新潟高校とともに松
１１）

高が倉Ｉ設された。松高創設の経緯については影山

論文が参考になるが，明治32年の帝国議会（第１３

議会）の衆議院で「四国高等学校設置建議案」が

提出され可決をみることに始まり，愛媛県におい

－１８０－
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不振なる陸上競技界を鞭鍵してその発展を期待す

るは之実に吾が部の責任にして且義務にあらずや｡」

校友会運動部の組織化が開校と同時に行なわれ

た背景に，前述のような日本の学生スポーツ界の

状況が横たわっていたことを類推させるものであ

る。また，松高の校友会の創設が早まった背景に

由比校長をはじめとする学校当局の校友会活動に

対する奨励があったことも一因している。由比校

長は，「学校教育は経なり，校友会の結社は緯な
３１）

り，経と緯と相待って育英の実初めてあｶﾒろ」と

して，自らも剣道部の寒稽古に出席するなど校友

会運動部の活動に責極的な姿勢を示している。岸
12）

野は，「校友会活動は，抽象的Iといえば，頽廃し

た社会から純良な学生を遮断し，世界の悪風汚俗

から遠ざけ，寮を中心とした自治生活によって，

人物を養成する機構で，結果として，その推進力

となったのが校友会運動部である」として，当時

の敏腕な校長の共通見解に校友会活動をして校風

刷新，学生風紀の矯正を期待する時代的風潮があ

ったことを指摘している。由比校長は，松高赴任

前に京都の第三高等学校で教鞭をとるかたわら，

三校の校友会組織「繊水会」（明治33年設立）の

活動をみる機会もあったと考えられ，上述岸野の

指摘する思想善導策の一つとして校友会活動を奨

励したことも考えられなくもないが，本稿では確

定できるまでには至ってない。いずれにしても，

由比校長はじめ学校当局が,校友会活動を積極的に

奨励したことは次の校友会役員の構成にみること

ができる。

校友会の会員は，生徒の正会員（全員加入制）

と教職員からなる特別会員があり，校友会の役員

構成は両会員で構成されている。校友会誌第１号

によると，役員は，会長・副会長・幹事（運動部

部長）それに委員で構成され，会長には校長，副

会長および幹事には講師を含む教授陣を中心とし

た特別会員より会長が委嘱した形をとっている。

委員は，正会員（生徒）より互選してそれぞれ事

務を監理分担することになっている。また，事務

を補佐していく立場から事務員として書記官も設

立当初から協力している。このように，由比校長

の提示した｢師弟一団｣となった校友会活動の推進

が設立当初からみられる。

校友会を運営する主体が何処にあったかを確定

Ⅲ校友会組織の設立と運営

わが国に近代スポーツが定着していく過程で重

要な役割を果たしたのは，各学校における校友会

運動部である。明治19年に東大において「身心を

鍛錬し，又相互の親睦を謀る」ため「運動会」と

称する校友会組織が初めて設立され，２０年代にな

ると高等教育機関におけるスポーツ活動の組織化

が活発に行なわれる！さらに30年代には，男子の
多くの学校においてクラブ組織が創立され組織母

体としての校友会運動部の運営が展開されるよう

になり，校友会誌には運動部記事が満載される状

況が出現しているﾋﾞ)大正年間は,学生競技界が日
本の競技会を代表する程に学校スポーツが隆盛を

極めているツ
松高校友会の創設は，開校と同時に，野球部，

陸上部，山岳部，庭球部，柔道部，剣道部からな

る６運動部と弁論部，雑誌部からなる２文化部の

統轄組織として結成されることに始まる。校友会

誌第一号は，各運動部の創設にかける意気ごみを

次のように報じている。

柔道部：「大正８年９月11日我が松山高等学

校開校されるや引続いて校友会が創設され，我が

柔道部も其の一部として設けられた。…我校は生

徒僅に百六十余名なれど，此の道に心得ある者は

少なくないと信じ，其の人々と共に大いに練習し，

我が柔道部を発達せんと決心した。」

野球部：「本校創設後僅かに１ケ月余で我松

高野球部は孤々の声をあげ……健児諸君の熱烈な

る後援と鞭縫によって一日も早く成人し……松高

の存在を天下にせしめたい。」

剣道部：「我剣道部は，道具の都合で過感乍

ら他部に遅れ，其の具体的に実現したのは本年度

露頭に当って最も盛んに行なわれた寒稽古に初ま

る。……此の猛烈な寒稽古の後第一回剣道大会を

催した……此の大会たるや我が部の，眠っている

松山市民に与えた，最初の警鐘である。」

陸上部：「我松高に集る二百の健児は大に心

身を鍛錬して他日の飛躍に具へんと交友会の一部

として陸上運動部を設けたり。今松山市附近に於

ける陸上運動競技界を視るに野球庭球等にては相

当盛なりと錐オリンピック運動競技に至っては頗

る振はず大に開発すべき点多々あるを知る，此の

－１８１－
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表１松高運動部の創設年することは重要な事である。会は総会の席上で，

会則の変更・予算案・決算報告について審議の上

決定されることになっており，当時の下級学校(中

学校・小学校）でなされた学校当局主導の運営と

は異なっているｻﾞ)大正1'年の総務部設置にあたっ
て，「我校友会は，会長始め諸部長会員一般の主

義としてどこまでも自治的に行ないたい。完全な

る自治体としたいという強烈なる欲求を持ってき

た……Yにみられる如く，自治的.民主的運営に
対する強い堅守の姿勢がみられる。このことを端

的に示しているのが，大正15年に橋本校長より提

出された予算会議の制度改正案に対する反対運動
３９〉

である。部報第８号｛よ，次のようlこ報じている。

「予算会議は，兎角紛糾を続け時日を長びかせ

其の実践箸しく褐らず之は要するに事を学生の手

にゆだねすぎた故である。故に職員中より理事３

名を選び，各部の内情を調査して予算案を作成し

て，之を総会に依りて一決せんとするのである。

然れども，此の提案は各部委員及び評議員（注：

各級から選出された12名の委員）の大反対にあっ

て実施するに至らなかった。、高校の標語せる自

治”の破壊である……校風の滅びない限りかかる

制度は断じて行なわないと確信する。校風擁護の

ためにかかる制度はあくまで排するものである｡」

管理主義教育に対して強硬なまでの民主的自治

的姿勢が校友会内部に蓄積されていたことを示す

ものであり，校友会の運営主体が生徒にあったこ

とをも示している。

通認識になっていたのは，一般校友会員と共にそ

の種目を通して校風の振作にあたることであった。

同好の志が集って，－部選手のみで活動をしてい

こうとする姿勢は創部時点ではみられない。従っ

て開校当初から，対科マッチ，クラスマッチなど

校内競技が盛んに行なわれている。（表２参照）

運動部と交友会員との関わりについて，端艇部は

第５回校内端艇競漕会を主催したことに鑑み，次

のような事を報じている:”
「元来，校友会の成立は各運動その他の事を一

般交友に普及するという－大目的の上に立脚して

いることは言うまでもない。而て其の目的を達成

するために各部を設け，各部は校友の内より各そ

の適者を選びて専門的に研究をして賃ひ，一般交

友は直接にその専門家より夫々指導を受け得るの

である。選手は一方に於て各研究しえたる技術を

他校の選手に対して試み，増々其の研究を進める

のである。而して選手の技術向上は即ち校友一般

の技術の向上である。」

上述の端艇部の主張は，「一般校友の体育奨励

を重じながらも選手制に反対する…学校当事者」

への反論という形でなされたものだが，他の運動

部においても同様な認識にたっていたであろうと

Ⅳ運動部の部活動の実態

１）普及活動

松高運動部は，表１に示される如く松高創設と

同時に６部が結成され，昭和25年３月の廃校に至

るまでに合計15の運動部の活動が展開された。松

高運動部の活動は,大きく二つに大別してとらえる

ことができる。ひとつは,校友へのスポーツ普及，

あるいは中等学校の大会を主催するなど地域のス

ポーツ振興に寄与するなどの普及活動であり，も

う一つは，大会参加・全国制覇をめざした競技力

向上面での活動である。ここでは，松高運動部が

展開してきた普及活動について明らかにしたい。

松高運動部の各部における創設にあたっての共

－１８２－

創設年 部名

年
年
年
年
年
年
年
年

８
９
，
，
２
７
Ⅳ
皿

〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃

正
正
正
正
和
和
和
和

大
大
大
大
昭
昭
昭
昭

部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部

道
道
上
球
球
岳
泳
艇
球
球
道
洋
ピ
撲
球

グ

剣
柔
陸
野
庭
山
水
端
蹴
篭
弓
海
ラ
相
排
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表２校友会誌に掲載された校内競技大会の記事

思われる。校友会組織の一員として運動部という

専門家集団が，その技芸を一般校友会員へ還元して

いくことを当然だとする時代風潮であった。少なく

とも端艇部は，「出来得る限り部員を派してアマチ

ュアクルーの指導に当り」，校内競漕大会に参ilnす

る一般校友の漕法および技術向上に努めている。

これら運動部主催の校内競技大会は，「体育,普

及発達ヲ図ル為〆」に設置された，スポーツの国

策化の一つとしてあげられる所の｢体育デー」の行

事として位置づけられていく。校友会誌第７号

（大正15年度）は，「本年の体育デーは例年のと

異り特に体育の一般化の主旨により各運動部で行

ふクラス試合の成績に優勝者により得点を附与し，

其の合計額の最高なる組を優勝者となす事になっ

た」と報じている。(表３参照）

全運動部が，各クラスの志気の高揚，生徒相互

の親睦に努め，ひいては松高全体の活気を盛りあ

げるために校内競技大会の主催に責極的であった

ことは，ある面で松高において選手制に対する反

対運動，運動部改革運動が顕在化してこなかった

こととも連動しているのではなかろうか。

松高運動部の普及活動に中学校の大会主催事業

がある。表４にみられる如く，山岳部（大正８年

表３昭和６年度クラスマッチ各級得点表

（第８回体育デー）

；
183

部名 対科マッチ ク フ スマツチ その他

部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部

道
道
球
球
上
泳
艇
球
球
球
ピ
グ

柔
剣
野
庭
陸
水
端
蹴
篭
排
ラ

大正９．１０

大正８．９

大正８

大正9.10.11

大正10.11.12.13.14

大正１１１３

大正15．昭和２

大正13.14.15昭和２.ａ４

大正13.14.15昭和３．４

大正11.1213.14.15

昭和２．３

大正14.15

大正１５．昭和２．３．４

大正１０．１１１２．１３

昭和２．３．４．５．６．７．８９．１ｑｌｌ

大正１１１２．１３．１５

昭和２．４．５．６７．８．

大正14.15昭和２．３．４．５

大正14.15．昭和２

昭和１１

大正９．１５

大正１２

大正８１０

大正8.12.14

大正1３

大正１１．昭和２

学年 １年 ２年 ３年

クラス
理理文文
乙甲乙甲

理理文文
乙甲乙甲

理理文文
乙甲乙甲

剣道 ４０００８００６０２００

柔道 ２４００６０００８０００

400

リレー
３４４０４０３２００３２

・８００

リレー
４３３２４０３００２０４

800

メドレー
４０３３４０４２０３０２

野球 00３８０３０００００６

庭球 00３００００００８３６

蹴球 ６０００８００００３０３

寵球 0０６０８３００３０００

水泳 00４０６８００２０００

端艇 ０００３８０００３６００

排球 ３０３０８０６０００００

射撃 ＯＯＯＯＯ８０６０４０２

合計 2６１１２９１６６４２２１６１６１６２８６２５

等級 ４１１２８１６７１０９３１２５
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表４松高運動部が主催する中学校競技大会とその参加枝の推移

注）各部の第１回大会を○印で示す。数字は各年度の参加校。※は実施されたが参加校数が不明。

－は不明。

から校内使用料を徴収し，これがため松高野球部
２６）

は日本一部費の豊かな野球部lこなった。」

松高運動部の中学校競技大会の主催は，隣県の

スポーツ振興に関与する反面，部員確保，部費捻

出等の部内の問題点を解決するための活動の一環

としてみることもできる。

創設），弓道部（昭和７年創設）を除く全ての運

動部が，大阪朝日および大阪毎日新聞社の後援のも

とに競技会を主催している。この松高主催の大会に

は，県下の中学校に限らず香川，広島，岡山，大分

の隣県からの参加もみられる（表５参照)。各部の

主催する大会が，中学生の「練成目標」として位置

づけられたばかりか,入学志望の動機にまで転じて

いる。県体育史には,松高主催の大会に，「参加す

るチーム中の優秀選手が，主催校すなわち松高剣

道部を志望して入学し，愛媛剣道の人材として育

ち，質量の向上」をもたらしたとある。各運動部

にとって｢未来の部員」の確保という点で，主催事

業が機能していたことを裏づけるものである。ま

た，当時大衆的に人気のあった野球にあてはまる

特殊事例であるが，野球部においては部費捻出の

一環としてこの事業を主催している。

「当時，朝日新聞主催の中等学校大会が…主催

校の松山高校グランドで行なわれるようになって，

松高側は如才なくこの大会の人気をとらえ，内外

野周囲の一部に丸太で急造のスタンドを造り使用

料として金20銭也を頂戴，…校内に出店する売店

２）競技力向上

校内大会を主催し，校友一般へのスポーツ奨励

に努めてきた運動部も昭和６年頃から校友会誌に

校内大会の記事を掲載してない。（表２参照)この

ことは運動部の主目標が対外競技に移ってきたこ

とを推察させる。

松高運動部の対外競技化に拍車をかけたのは，

京大・東大の帝国大学や岡山医科大学の上級学校

が主催する競技会である。表6に示されるように対

外競技を志向する運動部の全てが，京都帝大主催

の大会に参加している。昭和５年以降は，岡山医

大主催の競技会にも参加がみられるようになった。

全国制覇を目標にして展開されてきた部活動の

一端を部報でかいまみてみたい。

－１８４－

主催大会名
大昭

９１０１１１２１３１４１５２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５
後援新聞社

野球部

四国中等学校野球大会

近県中等学校野球大会

⑥1216151718

⑤ ※※７６※７８※

大阪朝日

庭球部 開西中等学校庭球大会 ⑨1012118121310810108※※※※※４ 大阪毎日

剣道部 近県中等学校剣道大会 ⑧9121215713※1１ ６※※※－ 大阪毎日

柔道部 近県中等学校柔道大会 ⑤１２１２５６６８７９９８７※※９※※９※

陸上部 近県中等学校陸_卜競技大会 ⑫1371115139※※※※※※※※※※※ 大阪朝日

水泳部 近県中等学校水上競技大会 ③８７１０６７６※※※※※※※５５ 大阪朝日

端庭部 近県中等学校端艇競漕大会 ③５※５６７７８７６５５※※※※ 大阪朝日

髄球部 関西中等学校寵球大会 ③７８※6111245※※※10※ 大阪朝日

蹴球部 関西中等学校蹴球大会 ⑤４４５５３４３４３３※－
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表５庭球部主催の関西中等学校庭球大会

－１８５－

年 回 参加校

大正９年 第１回 ９校

壷誠中学・松山中学・愛媛師範・開西学院

西条中学・北予中学・松山商業・修道中学

八幡浜商業．

大正10年 第２回 ９校

西条中学・北予中学・明道中学・愛媛師範

霊誠中学・崇徳中学・八幡浜商業・松山中学

大分商業。

大正11年 第３回 12校

北予中学・明道中学・松山中学・大分工業

大分商業・八幡浜商業・松山商業・愛媛師範

中津商業・広陵中学・西条中学・高松中学

大正12年 第４回 11校

愛媛師範・坂出商業・松山中学・北予中学

松山商業・霊誠中学・西条中学・八幡浜商業

香川師範・広陵中学・高松中学

大正13年 第５回 8校
宇和島中学・西条中学・松山中学・憲誠中学

八幡浜商業・愛媛師範・高松商業・松山商業

大正14年 第６回 12校

高松商業・愛媛師範・高松中学・松山商業

宇和島中学・壷誠中学・大川中学・今治中学

丸亀中学・修道中学・松山中学・西条中学

大正15年 第７回

１学
業
学

中
商
中

条
松
城

西
高
鴻

●
●
●

学
学
業

中
中
商

山
松
山

徳
高
松

●
●
●

範
学
学

師
中
中

媛
亀
山

愛
丸
松

●
●
●
●

学
業
学
学

中
工
中
中

誠
知
治
井

霊
高
今
柳

－

校３１

昭和２年 第８回 10校

高松中学・壷誠中学・松山中学・今治中学

松山商業・高松商業・八幡浜商業・北予中学

西条中学・愛媛師範

昭和３年 第９回 ８校
西条中学・北予中学・松山商業・愛媛師範

三豊中学・高松中学・今治中学・松山中学

昭和４年 第１０回 10校

松山中学・西条中学・愛媛師範・今治中学

北予中学・広島師範・松山商業・三豊中学
八幡浜商業・鴻誠中学

昭和５年 第１１回 10校

松山中学・北予中学・松山商業・愛媛師範

西条中学・三豊中学・広島師範・広島私立商業

高松中学・今治中学

昭和６年 第１２回 ８校
松山中学・高松中学・今治中学・三豊中学

松山商業・松山師範・北予中学・西条中学



琉球大学教育学部紀要第29典

表６松高運動部が参加した大会名と主催大学

o大正13年度蹴球部：全国大会優勝を執って戦ってきた……毎日,猛烈な練習の

「我等今優勝の喜びを感ずる共に又余り其れ後には紅白試合，抜き試合，優勝試合’五人

に至る経路の苦悩なりし事万感交々胸を衝い掛り等がくり返された。時には道場に気合な

て涙賛然として下る。狂喜せる応援団は我等きを愛ひ真夜一同は校庭にまで出て血の出る

を包みて凱旋歌を高唱」喉を絞って闇の夜に泡噂した……来たるべき

･昭和５年度剣道部：岡山医大戦出場までの￣戦に優勝の栄冠を裁かんが為には吾々は全く

節狂人だった○」

「寒風肌をつき，冷気骨を刺す冬の日も吾々◎昭和６年度柔道部：全国大会二連覇までの￣

同志は永の板を踏んで－日も怠ることなく剣節

－１８６－

部名 主催大学 大会名 初出場年度

庭球部

京都帝大

九州帝大

四帝大

岡山医大

全国専門学校庭球大会

全国高専庭球西部予選大会

全国高校庭球大会

関西高専庭球大会

大正９年（１９２０）

大正12年（1923）

昭和８年（１９３３）

昭和８年（1933）

剣道部
京 都帝大

岡山医大

全国高専剣道大会

関西高専剣道大会

大正10年（１９２１）

大正15年（1926）

野球部

京都帝大

岡山医大

四帝大

関西高校野球大会

全国高専野球大会

全国高校野球大会

大正12年（１９２３）

昭和５年（1930）

昭和９年（1934）

柔道部
京 都帝大

四帝大

全国高専柔道中部予選大会

全国高専柔道大会

大正13年（1924）

昭和５年（1930）

蹴球部 両帝大 全国高等学校蹴球大会 大正12年（１９２３）

水泳部

京都帝大

京都帝大

岡山医大

関西専門学校競泳大会

全国高専競泳大会

関西高校水上競技大会

大正13年（１９２４）

大正14年（１９２５）

昭和10年（1935）

陸上部

京 都帝大

両帝大

岡山医大

全国高校陸上競技大会

全国高校陸上競技大会

関西高専陸上競技大会

大正14年（1925）

大正15年（1926）

昭和５年（1930）

髄球部 両帝大 全国高校寵球大会 昭和２年（１９２７）

端艇部 京都帝大 全国高校優勝競漕大会 昭和３年（1928）

弓道部 京 都帝大 全国高専弓道大会 昭和７年（1932）
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官も臨席された……諸先生が壇上に立たれ，

地理的，地質的，化学的，軍略的各見地より

半月後に行なわれるべき対山口高等学校の野

球試合に就て所感を述べられた……結果山口

との試合には是非勝たねばならないという点

に於て一致したので一向の意気は大に昂った｡」

また，野球部部報では，学校全体をあげての対

山高戦での勝利を求める風潮について次のように

まとめている。

「…激励会に臨んで…校友の『我々は諸君を

選場に送りて諸君のみに戦はしめはしない。

我々も亦戦場に至りて共に戦う。選手諸君の

後には我々三百二十の健児あり』との言葉に

対して『我勝たずんば再び見えず』と悲痛な

言葉は彼等の□から放たれた｡･･…未だかって，

こんな厳粛な気分と感激感と責任感を経験し

たことはなかった。」

－運動部が学校を代表する存在として位置し，

戦績如何が学校の名誉に関わるものとして部員の

みならず校友・教職員の応援団までが必至になる

状況の中で，まさに校風の振作がはかられたので

ある。この年度，野球部は京大主将や東大の選手

をコーチャーに招聰して猛練習を開始し，対山口

戦の決定とともに合宿を行なっている。病体で健

康を度外視してまで，母校の名誉のために猛練習

に参加した部員もいたと部報は記述している。勝

つことそのものが要求される風潮は，校風創造と

関わって各運動部で伝統化されている。

対外競技が部活動の基軸となるに及んで，競技

力向上のための遠征，合宿，そして卒業生の来校

による指導が強化されていく。庭球部を例にとる

と，練習相手を求めて広島県や香川県へ遠征し，

通常の練習や夏期合宿で卒業生による指導を受け，

京大から選手をコーチとして招鰐して競技力の向

上に努めている（表７参照）。なお，コーチの招

聰については，野球部，端庭部，陸上部がいずれ

も京大から，柔道部は広島，大阪，京都武徳殿か

ら師範が来校し指導をしている。卒業生の部活動

への関与も指導者不足の当時一般化している。蹴

球部の例をとると，卒業生が練習指導の他に全国

大会への資金援助や引卒指導をも引き受け，後援

会の結成にまで発展していざ'１(表8参照)。

「二学期始まるや，吾等は敢然と苦闘を開始

した。一日の練習に心身共に綿の如く疲れ，

中空に登る月を眺めて思わず不覚の涙をこぼ

し，来るべき戦を恩うては弱気心に鞭ち……

移り変わる四季を知らず，賛沢な感傷への沈

論等は許されることなく苦闘は続けられ……」

ｏ昭和13年度庭球部：全国大会準優勝

「我等は亦々破れた。実に彼とは連続三度目

の戦である。然も三度とも彼に全国制覇の栄

光を棒ぐとは。過去７年間に九州代表として,

その中一度の全国制覇の偉業を偲びつつも，

陽脚長<引く武蔵野に立ちて’八高のエール

を聞きつつ独りさびし<打ち沈む我々だった｡

鳴呼／我亦破れたり，何をｶｺ云はん゜」

校友会誌の部報は，かなり誇調して散文的に記

述されているのでその通りに解釈することは危険

であるが，運動部や部員が如何に大会を重視し，

競技に対して求道的な真剣さと自己探究の酷しさ

があったかを知ることができる。しかしながら，

勝利至上主義化していく中で運動部組織の目標は

全国制覇にしぼられ，勝利イコール校風の振作と

いう価値認識が漫延化してくる状況を呈している。

校風の振作という点では，各高等学校との定期

戦もその位置づけにあった。定期戦は，ある特定

の学校とその競技種目の競技力を向上させるねら

いから開始されることが多く，お互いライバル校

を設定し，その打倒を練習目標にして伝統化され

ていることが多い。松高では，野球部の山高との

定期戦が戦後も継続され(第26回定期戦まで継続)，

端艇部が松江高校,庭球部が高松高商と広島高校，

陸上部が高松高商と高知高校，水泳部と龍球部が

ともに高松高商とそれぞれ定期戦を行なっている。

対戦相手を交通の便のよい隣接地域に求めたこと，

競技力のレベルが比較接近している学校を選んだ

ことが推察される。全国制覇を目標とする各部に

とって「練成の結実」として，「母校の名誉と伝

統」をかけた試合が定期戦であった。大正９年に

開設された野球部の定期戦は，新設校の校風を樹

立せんがための，生徒と教職員一体となった全校

あげての試合として位置づけられている。校友会

誌第２号「全寮茶話会」の記事にその様子が伝え

られている。

「校長初め中目(注：校友会副会長)……諸教
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表７庭球部の活動史

○○○○ｏＣ 。（）

○○○○○○○

○○ｏＣ ○○ＯＣ

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

※校友会誌部報より作成

表８松高蹴球部後援会会則（－部）

第１条本会ヲ松山高等学校蹴球部後援会卜称ス。

第２条本会ハ松山高等学校蹴球部ヲ援助激励シ，会員相互ノ親睦ヲ計ルヲ以テ目的トス。

第３条本会ノ本部ヲ松山高等学校蹴球部二，支部ヲ地域的二関東，関西二分チ，東京，京都

各帝国大学内に置ク。

(昭和14年１０月後援会設置）

スポーツ構造で中心的存在であったと考えられる
Ｖまとめにかえて

旧制松高の校友会運動部に対象を限定して，その

欧米先進資本主義諸国から移入されたスポーツ活動の実態をみてみた○以下に，要点を記す。

が，中央から地方へ伝播していくためには，その１）松高校友会は開校と同時に結成され，生徒

ための条件を備えた組織や機関が必要となる。愛主体に６運動部が創設された○校友会活動は，学

媛県において近代スポーツが普及し定着していく校当局によって積極的な奨励がなされ，役員構成

過程で，各諸学校の果たした役割は大きなものがも「師弟一団」となった構成になっている○校友

あると推察されるが，これまでの所十分論議され会の組織運営は,自治的運営が生徒内部に貫徹し

てこなかった。したがって，本稿では，愛媛県下ており,このことは初代校長の教育方針に負う所

においてスポーツが普及し定着していく過程を明が大きいように思われる゜

らかにするための基礎作業として，戦前の県下の２）校友会設立当初から，一般校友会員に対す
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コーチ招聰 ○○○○○○○

先輩来校指導 ○○○○○○○○

校内大会 ○○○○○○○○○○○○○

中学校大会主催 ○○○○○○○○○○○○



真栄城・高木：愛媛県における近代学校スポーツの発展過程

８）加賀秀雄；「昭和初期の旧制高校運動部に関する

実証的研究一姫路高校運動部の動態分析を中心

に－」，日本体育学会第33回大会号，昭和57年，

Ｐ、１０６．

９）加賀秀雄；「1930年前後の旧制高等学校におけ

る運動部改革運動について」，『岸野雄三教授退官

記念論集体育史の探究』，昭和57年，ＰP,331～

351.

10）加賀秀雄，鈴木敏雄；「旧制高等学校におけるス

ポーツの発展過程に関する基礎的研究一校友会運

動部の実相とその歴史的役割について－」，日本体

育学会第35回大会号，昭和59年，Ｐ､97.

11）影山昇；「旧制松山高等学校創設の経緯」，愛

媛大学教育学部教育学論集，田鶴好教授退官記念

号，昭和51年，ＰＰ､46～69.

12）岸野雄三，竹之下休蔵ｉ『近代日本学校体育史』，

日本図書センター，昭和58年．

13）木下秀明；『スポーツの近代日本史』，杏林新書，

昭和45年．

14）木下秀明；「わが国における運動部の成立と変

遷」，体育の科学第21巻第11号，昭和46年，

ＰＰ､６８４～687．

]5）君島一郎；『日本野球創世紀』，ベースボールマ

ガジン社，昭和47年．

16）木村吉次；「旧制_高の校風論争とスポーツ」，

『スポーツナショナリズム』，大修館，昭和53年，

ＰＰ、１１８～144

17）島津豊幸；『青春ありき－旧制松山高等学物

語一』，東宝出版，昭和56年．

18）武田千代三郎；「学生運動取締論（承前）」，大

日本体育協会編ATHLETICS第４巻第１号，

大正15年，ＰＲ６～21.

19）鶴岡英一；「明治における広島県中等学校の校友

会運動部について」，体育学研究第18巻第１号，昭

和48年，ＰＰ､９～22.

20）中村章；「戦前における愛媛のサッカー－大

洲中学校を中心として－」，愛媛大学教育学部紀要

第１部第29号，昭和58年，ＰＰ､115～126

21）服部喜久雄；『一高三高野球戦史』，財団法人印

刷局朝陽会，昭和29年．

22）平野稔；「大分県における明治体育史の研究

一中等学校のスポーツについて－」，大分大学経済

論集第26巻第４号，ＰＰ､６１～97.

るスポーツ奨励が各運動部によってなされ，対科

マッチ，クラスマッチなど校内競技大会が盛況で

あった｡後に各部主催の校内競技大会は,体育デー

の行事の一環に組みこまれている。

３）各運動部は，県下のみならず隣県の中学校

のスポーツ競技の振興にも深く関わっている。新

聞社の後援を受けて，中学校大会を主催したこと

もその－つである。この主催事業は，松高運動部

の部員確保，部費捻出とも関わっていた。

４）昭和６年頃から校友会雑誌への校内競技大

会についての記事が掲載されていない。この頃よ

り，運動部の対外競技中心の活動が展開されてい

たとみられる。対外競技化への拍車をかけたのは，

京都帝大と岡山医大の上級学校が主催した競技会

と野球の山高定期戦にみられるような各高校間と

の定期戦であった。各運動部では，「全国制覇」

を目標に，遠征・合宿・コーチの招聰，卒業生

（ＯＢ）の指導援助を請うなど競技力の向上が主

要な関心事となっていく。

以上が本稿で明らかにした事であるが，上級学

校および下級学校と松高運動部との関わりについ

て構造化していくまでには到らなかった。さらに，

青年団や実業団などの地域のスポーツ振興との関

わりについても深く追求することができなかった。

これらの点については，今後の研究課題としたい。
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